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印刷の注意点（2in1）

（１）赤枠の「複数」ボタンを押してください

（２）赤枠プルダウンから「横（右から左）」を選択してください



経済産業省近畿経済産業局は、近畿2府5県（福井県、滋賀県、京都府、大阪府、兵

庫県、奈良県、和歌山県）における経済産業施策の総合的な窓口機関として年間1,000

件以上、地域企業の実態把握や施策立案のための企業訪問を行っています。

関西はものづくりからサービスまで進取の気風をもって、特色や強みを備えた彩り

豊かな企業が多数立地しています。その中にはエンドユーザーの目に届くことが少ない

加工産業や、部品製造で独自技術をもって果敢に挑戦する「おもしろい」企業がたくさ

んあります。そんな企業に出会えることも私たちの強みの一つです。

当局では、そんな企業の挑戦を、より良い未来を見据えた変化への「兆し」と捉え、

広く世の中にその兆しを届けるために「KIZASHI [関西おもしろ企業事例集 - 企業

訪問から見える新たな兆（きざし）]」として、作成、公表しています。

「兆：KIZASHI 」について

今回の「KIZASHI 」では、特別号として「第９回ものづくり日本大賞」編をお届け

します。

内閣総理大臣表彰「ものづくり日本大賞」は、日本の産業・文化の発展を支え、豊

かな国民生活の形成に大きく貢献してきたものづくりを着実に継承し、新たな事業環境

の変化にも柔軟に対応しながらさらに発展させていくため、ものづくりの第一線で活躍

する各世代のうち、特に優秀と認められる「人」を表彰する制度です。

ものづくり日本大賞に受賞された方々は、どのような技術・考え・想いを持ち、もの

づくりに取り組んでいるのか。また、どのようにしてものづくりの第一線で活躍してい

るのか。

今回は令和5年1月に発表された第9回ものづくり日本大賞の近畿ブロックの受賞者を

ご紹介するとともに、優れた技術力を存分に発揮しつつ、その新規性と革新性や固定観

念にとらわれない豊かな発想力をもって、多様な社会課題の解決に挑戦されている姿を

追いました。我が国産業を牽引する関西のものづくり基盤の厚みを感じていただければ

幸いです。

2023年4月

近畿経済産業局 製造産業課

中小企業政策調査課

Information - Vol.22 -
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国
産
初
、

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発

産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
販
売
実
績
で
は
、

日
本
メ
ー
カ
ー
が
市
場
の
約
５
割
を
占

め
て
い
る
が
、

医
療
用
ロ
ボ
ッ
ト
は

ア
メ
リ
カ
製
が
市
場
を
独
占
。
医
療
機

器
の
輸
入
超
過
の
大
き
な
原
因
と
な
っ

て
い
る
。
日
本
で
も
大
企
業
が
手
術
支

援
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
を
進
め
て
き
た
が
、

リ
ス
ク
が
高
い
と
い
う
理
由
で
実
用
化

に
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
医
療
用
ロ

ボ
ッ
ト
市
場
に
風
穴
を
開
け
た
の
が
、

株
式
会
社
メ
デ
ィ
カ
ロ
イ
ド
の

「h
in

o
to

ri T
M

サ
ー
ジ
カ
ル
ロ
ボ
ッ

ト
シ
ス
テ
ム
」
開
発
チ
ー
ム
だ
。

同
社
は
、
日
本
人
医
師
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
〝
国
産
〟
の
医
療
用
ロ
ボ
ッ
ト

の
開
発
を
目
指
し
、
医
療
機
器
や
試
薬

メ
ー
カ
ー
の
シ
ス
メ
ッ
ク
ス
（
株
）
と

産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
の
川
崎
重

工
業
（
株
）
が
、
共
同
出
資
し
２
０
１

３
年
に
設
立
。
そ
の
よ
う
な
２
社
が
協

力
し
て
も
国
産
初
の
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ

ト
開
発
ま
で
は
様
々
な
困
難
が
あ
っ
た

と
い
う
。
特
に
、
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
医

師
の
言
葉
を
理
解
し
、
設
計
へ
落
と
し

込
む
の
に
苦
労
し
た
と
、
当
時
を
振
り

返
り
担
当
者
は
語
る
。
そ
の
よ
う
な
中

で
、
着
手
か
ら
約
５
年
の
間
で
、
国
内

発
の
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト

「h
in

o
to

ri T
M

」
の
製
造
販
売
承
認
取

得
に
こ
ぎ
着
け
た
の
で
あ
る
。

内閣総理大臣賞

第９回ものづくり日本大賞
国産初の手術支援ロボット「hinotoriTM

サージカルロボットシステム」の開発受賞件名

受賞者

受賞者メッセージ

名誉ある賞をいただき大変光栄です。hinotori™サージカルロボットシステムは国産初の手術支援
ロボットシステムです。出資元である、川崎重工業の産業用ロボットの技術と、シスメックスの
医療分野における知見とネットワークをもとに、 医療従事者のニーズをくみ取りながら開発を進
めてきました。今後、hinotori™を世界にはばたかせ、世界の医療へ貢献していきます。

北辻博明、田中良明、北村伸二、川端英雄
笹森和弥、太田進一、山守啓文

※写真左から、山守 啓文、北村 伸二、田中 良明、北辻 博明、笹森 和弥、川端 英雄、太田 進一
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株式会社メディカロイド
・設立：2013年
・資本金：10,000万円
・従業員数：141名

・業種：医療用ロボットの開発・製造・販売
・所在地：神戸市中央区港島南町1丁目6-5

国際医療開発センター6階
・URL：https://www.medicaroid.com/top.html

で
す
で
に
31

台
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、

２
０
２
３
年
１
月
末
時
点
で
の
症
例
数

は
１
０
０
０
を
超
え
る
。
ま
た
、
当
初

は
泌
尿
器
科
で
の
承
認
取
得
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
が
、
２
０
２
２
年
に
は
、

消
化
器
外
科
や
婦
人
科
へ
診
療
科
領
域

を
拡
大
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
遠
隔
手

術
の
実
現
に
向
け
、
実
証
実
験
も
行
っ

て
い
る
。
地
域
医
療
格
差
が
是
正
さ
れ
、

都
市
部
の
熟
練
医
師
の
手
術
支
援
を
地

方
部
で
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
未
来

が
、
近
い
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
る
。
今

後
は
、
日
本
の
医
療
業
界
を
飛
躍
的
に

進
化
さ
せ
る
切
り
札
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
。

徹
底
的
な
ユ
ー
ザ
目
線
と

日
本
の
も
の
づ
く
り

現
在
の
手
術
は
開
腹
手
術
よ
り
、
お

腹
に
い
く
つ
か
穴
を
開
け
る
腹
腔
鏡
手

術
が
主
流
だ
。
出
血
量
も
少
な
く
、
傷

口
も
小
さ
く
、
感
染
症
リ
ス
ク
が
低
い

と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
医
師

の
操
作
の
自
由
度
は
低
く
、
手
術
の
難

易
度
は
高
い
。
手
術
技
術
の
習
得
に
は

膨
大
な
時
間
が
か
か
り
、
手
術
に
使
う

鉗
子
の
動
き
に
も
制
約
が
あ
る
。
そ
の

腹
腔
鏡
手
術
の
難
し
さ
を
解
決
す
る
の

が
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
で
あ
る
。

「h
in

o
to

ri T
M

」
の
特
徴
は
ロ
ボ
ッ
ト

に
取
り
付
け
ら
れ
た
ア
ー
ム
が
人
の
腕

と
同
様
の
サ
イ
ズ
で
コ
ン
パ
ク
ト
で
あ

る
こ
と
で
あ
る
。
医
師
の
操
作
に
基
づ

き
ア
ー
ム
が
ま
る
で
人
間
の
腕
の
よ
う

に
な
め
ら
か
に
動
く
た
め
、
医
師
は
、

患
者
の
お
腹
の
中
に
手
を
入
れ
て
操
作

し
て
い
る
よ
う
な
感
覚
で
手
術
を
実
施

で
き
る
。
ま
た
、
ア
ー
ム
が
コ
ン
パ
ク

ト
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
ア
ー
ム
と
助

手
の
先
生
が
ぶ
つ
か
っ
て
手
術
を
止
め

る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら

に
、
患
者
の
腹
部
に
大
き
な
機
器
を
つ

け
る
必
要
が
な
い
た
め
、
助
手
の
医
師

に
と
っ
て
も
手
術
し
や
す
く
、
手
術
準

備
や
手
術
終
了
後
の
ロ
ボ
ッ
ト
撤
去
も

ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
の
も
特
徴
だ
。

最新技術を搭載した手術支援ロボットシステム

手術支援ロボット hinotoriTM

物
理
的
な
設
計
面
で
の
優
位
性
だ
け

で
は
な
い
。
ロ
ボ
ッ
ト
に
は
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
機
能
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
体
制
を

構
築
し
、
24

時
間
稼
働
状
況
を
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
し
な
が
ら
、
ト
ラ
ブ
ル
が
あ

れ
ば
サ
ポ
ー
ト
が
可
能
だ
。

ま
た
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
動
き
を
３
次
元

で
再
現
で
き
、
「
神
の
手
」
と
呼
ば
れ

る
優
れ
た
医
師
の
技
の
継
承
を
視
野
に

入
れ
、
技
術
開
発
を
進
め
て
い
る
。

日
本
の
未
来
を
支
え
る

「h
in

o
to

ri T
M

」
へ

２
０
２
０
年
12

月
の
販
売
開
始
か

ら
２
年
間
（
22

年
12

月
末
時
点
）
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“
や
っ
て
み
な
は
れ
”
の

も
の
づ
く
り

「
炭
素
材
料
」
は
地
球
上
に
豊
富
に

存
在
す
る
持
続
可
能
な
資
源
で
あ
り
、

古
来
よ
り
人
類
が
慣
れ
親
し
ん
で
き
た

身
近
な
材
料
だ
。
１
９
７
４
年
、
世
界

初
の
大
型
等
方
性
高
密
度
黒
鉛
の
工
業

製
品
化
に
成
功
し
た
東
洋
炭
素
。
「
ど

う
使
わ
れ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
新

し
い
素
材
を
開
発
す
れ
ば
、
き
っ
と
世

の
中
の
役
に
立
つ
は
ず
」
と
の
思
い
で

開
発
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
使
い
道
あ

り
き
で
な
い
と
製
品
化
が
難
し
い
業
界

に
あ
っ
て
、
「
や
っ
て
み
な
は
れ
」
の

精
神
で
、
「
ど
こ
に
も
な
い
モ
ノ
を
つ

く
る
」
ス
タ
ン
ス
は
今
も
脈
々
と
受
け

継
が
れ
て
い
る
同
社
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
で
あ
る
。

今
回
開
発
し
た
多
孔
質
炭
素
「
ク

ノ
ー
ベ
ル

」
も
同
社
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
だ
。
多

孔
質
炭
素
と
は
、
活
性
炭
に
代
表
さ
れ

る
大
き
な
表
面
積
を
有
す
る
材
料
で
あ

る
が
、
「
ク
ノ
ー
ベ
ル
」
は
２
～
５
０

㎚
サ
イ
ズ
の
メ
ソ
孔
（
こ
う
）
と
メ
ソ

孔
同
士
が
つ
な
が
っ
た
連
通
孔
（
れ
ん

つ
う
こ
う
）
と
い
う
従
来
の
カ
ー
ボ
ン

材
料
に
は
な
い
、
ナ
ノ
空
間
を
組
み
込

ん
だ
新
し
い
カ
ー
ボ
ン
素
材
で
あ
る
。

当
初
は
酸
化
物
に
炭
素
を
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
し
、
新
た
な
機
能
を
付
与
す
る
開
発

に
挑
戦
し
て
い
た
。

経済産業大臣賞

第９回ものづくり日本大賞
化学的にデザイン可能な細孔空間を持つ
多孔質炭素「クノーベル®」の工業製品化受賞件名

受賞者

受賞者メッセージ

この度は大変名誉な賞を頂戴しましたことを心より嬉しく思います。今回の受賞は、当社社員・関
係者が一丸となって取り組んだ結果です。今後も燃料電池等のエネルギー分野へクノーベル を積極
的に展開し、環境負荷低減に貢献していきます。「どこにもないモノをつくる」という創業時から
の当社精神にて、炭素材料を通じた脱炭素社会の実現に向けたものづくりに挑戦し続けます。

森下隆広、田尾理恵、塚本康、
初代善夫、高田順司

※写真左から、高田 順司、塚本 康、森下 隆広、初代 善夫、田尾 理恵
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東洋炭素株式会社
・設立：1947年
・資本金：790,000万円
・従業員数：連結1640名

・業種：高機能カーボン製品の製造、販売
関連する加工事業

・所在地：大阪市西淀川区竹島5－7－12
・URL：https://www.toyotanso.co.jp/

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
活
用

だ
け
で
は
な
い
。
一
般
的
な
黒
色
塗
料

よ
り
漆
黒
に
な
る
と
の
予
想
外
の
用
途

が
発
見
さ
れ
た
り
、
細
孔
構
造
に
よ
る

吸
着
や
格
納
と
い
っ
た
想
定
用
途
か
ら
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の

吸
着
捕
集
に
使
え
る
の
で
は
な
い
か
と

実
証
検
証
も
ス
タ
ー
ト
し
た
。
ま
た
水

素
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
安
全
か
つ
低
コ
ス
ト

で
貯
蔵
・
運
搬
す
る
た
め
に
ア
ン
モ
ニ

ア
キ
ャ
リ
ア
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、

ク
ノ
ー
ベ
ル

が
合
成
触
媒
の
担
体
と

し
て
活
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
の

学
会
報
告
も
あ
る
。
未
知
の
可
能
性
を

秘
め
た
ク
ノ
ー
ベ
ル

だ
が
、
燃
料
電

池
向
け
の
ニ
ー
ズ
は
今
後
市
場
規
模
が

大
き
く
な
る
と
予
想
さ
れ
て
お
り
、
中

長
期
的
に
は
３
０
～
３
５
％
の
成
長
率

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
思
わ
ぬ

使
い
道
が
発
見
さ
れ
、
技
術
発
展
に
寄

与
し
て
い
く
可
能
性
を
秘
め
た
材
料
と

い
え
よ
う
。

空
間
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

多
孔
質
炭
素
「
ク
ノ
ー
ベ
ル®

」

「
ク
ノ
ー
ベ
ル
」
は
炭
素
材
料
の
中

で
空
白
地
帯
だ
っ
た
２
～
５
０
㎚
の
細

孔
サ
イ
ズ
を
反
応
条
件
等
を
制
御
す
る

こ
と
に
よ
り
自
由
に
設
計
で
き
る
の
が

特
徴
で
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
の
よ
う
な

３
次
元
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
し
て
い
る
。

未知の可能性を秘めた材料
「クノーベル® 」

３次元メソ孔連結の構造モデル

あ
る
程
度
技
術
確
立
が
進
み
、

「
カ
ー
ボ
ン
の
素
性
」
を
調
べ
る
た
め

酸
化
物
を
溶
出
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
思
っ

た
以
上
に
き
れ
い
な
穴
が
形
成
さ
れ
た

た
め
、
こ
の
形
状
（
細
孔
空
間
）
を
生

か
し
ポ
ー
ラ
ス
カ
ー
ボ
ン
と
し
て
売
り

出
す
こ
と
に
方
向
転
換
し
、
開
発
が
開

始
さ
れ
た
。
開
発
当
時
は
、
市
場
に
メ

ソ
ポ
ー
ラ
ス
カ
ー
ボ
ン
と
い
う
工
業
材

料
が
存
在
せ
ず
、
使
い
道
は
わ
か
ら
な

い
が
、
き
っ
と
何
か
に
使
え
る
は
ず
と

い
う
思
い
だ
っ
た
と
い
う
。

ナ
ノ
レ
ベ
ル
の
制
御
技
術
は
、
同
社
の

基
幹
製
品
で
あ
る
等
方
性
黒
鉛
で
培
わ

れ
た
「
熱
処
理
技
術
」
と
「
ナ
ノ
鋳
型

設
計
技
術
」
の
組
合
せ
で
実
現
。
細
孔

空
間
を
化
学
的
に
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と

に
成
功
し
た
。
ま
た
、
「
多
種
多
様
な

ユ
ー
ザ
ー
に
使
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

い
う
開
発
メ
ン
バ
ー
の
こ
だ
わ
り
か
ら
、

材
料
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
引
き
出
す
た

め
、
業
界
で
は
珍
し
い
試
薬
販
売
を

行
っ
た
の
で
あ
る
。
幅
広
い
ユ
ー
ザ
ー

に
使
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
商
品
購

入
の
敷
居
を
低
く
し
、
手
に
取
り
や
す

い
価
格
帯
で
展
開
を
図
っ
た
。
こ
の
試

薬
販
売
に
よ
り
、
大
学
や
研
究
機
関
が

興
味
を
持
ち
、
ク
ノ
ー
ベ
ル

に
関
す

る
用
途
研
究
論
文
が
多
数
執
筆
さ
れ
て

い
る
。

脱
炭
素
社
会
へ
の
貢
献

「
ク
ノ
ー
ベ
ル
」
の
活
用
用
途
で
特

に
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
燃
料
電
池
だ
。

「
触
媒
粒
子
（
白
金
）
」
の
土
台
と
な

る
担
体
に
「
ク
ノ
ー
ベ
ル
」
を
使
用
す

る
こ
と
で
、
触
媒
寿
命
を
２
倍
近
く
押

し
上
げ
る
。
す
で
に
触
媒
メ
ー
カ
ー
と

協
業
し
、
白
金
担
持
ク
ノ
ー
ベ
ル

も

試
薬
販
売
を
開
始
し
て
い
る
。
ま
た
、

全
固
体
電
池
に
お
い
て
も
、
活
用
が
期

待
で
き
る
と
い
う
。
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醤
油
発
祥
の
町
“
湯
浅
”
か
ら

新
た
な
可
能
性
へ
の
挑
戦

和
歌
山
県
湯
浅
町
は
醤
油
発
祥
の
地

と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
歴
史
は
鎌
倉

時
代
ま
で
遡
る
。
そ
ん
な
伝
統
の
地
で

新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
っ
た
。

湯
浅
醤
油
有
限
会
社
は
創
業
１
４
０
年

以
上
の
歴
史
を
持
つ
丸
新
本
家
株
式
会

社
の
醤
油
部
門
を
、
５
代
目
と
な
る
代

表
取
締
役
の
新
古
敏
朗
氏
が
平
成
１
４

年
に
法
人
化
。
国
産
素
材
に
こ
だ
わ
り
、

大
き
な
木
樽
で
長
期
熟
成
さ
せ
る
伝
統

製
法
で
作
る
醤
油
に
定
評
が
あ
り
、
大

手
醤
油
会
社
が
見
学
に
訪
れ
る
ほ
ど
で

あ
る
。

新
古
氏
は
醤
油
作
り
に
従
事
す
る
中

で
、
発
酵
技
術
の
追
求
と
醤
油
の
特
徴

を
活
用
し
た
製
品
開
発
、
ま
た
醤
油
蔵

の
見
学
を
軸
と
し
た
観
光
事
業
の
展
開

な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
背
景
に
は
醤
油

発
祥
の
地
と
し
て
の
「
湯
浅
醤
油
の
ブ

ラ
ン
ド
化
」
と
「
地
域
振
興
」
を
進
め

た
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
日
々
の
挑
戦
の
中
で
生
ま
れ
た
の
が
、

世
界
初
の
調
味
料
「
カ
カ
オ
醤
」
だ
。

経済産業大臣賞

第９回ものづくり日本大賞 世界初！醤油発酵技術をカカオに応用
「チョコレート第5 次革命カカオ醤」

受賞件名

受賞者

受賞者メッセージ

4年間のベトナムのカカオ農園や発酵施設の障害者、ショコラティエ、チョコレートソムリエ等多
くのバックアップのお陰で前人未到の調味料が完成しました。今回の受賞は、日本の発酵が世界
に誇れるエンジンになる予感がし、大きな名誉と自信を与えていただきました。今後より一層の
研究開発とグローバル展開できますように進めていきたいと思います。

新古敏朗、湯川福雄

昔ながらの杉樽で
醤油づくり

※写真左から、新古 敏朗、湯川 福雄
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湯浅醤油有限会社
・設立：2002年
・資本金：300万円
・従業員数：12名

・業種：醤油の製造、販売
・所在地：和歌山県有田郡湯浅町湯浅1464
・URL： https://www.yuasasyouyu.co.jp/

世
界
と
醤
油
を
つ
な
げ
る

「
カ
カ
オ
醤
」
は
ま
っ
た
く
新
し
い

調
味
料
だ
。
発
売
当
初
は
、
「
そ
ん
な

に
売
れ
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
新
古

代
表
は
話
す
が
、
２
０
２
０
年
発
売
と

同
時
に
３
０
０
０
個
が
完
売
。
す
で
に

海
外
販
売
も
進
め
て
い
る
。
発
売
当
初

か
ら
大
き
な
注
目
を
集
め
、
現
在
で
は

国
内
外
で
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
様
々
な

料
理
人
な
ど
が
注
目
し
て
い
る
。
ま
た

カ
カ
オ
醤
を
き
っ
か
け
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
中
心
と
し
た
海
外
で
醤
油
そ
の
も

の
へ
の
認
知
度
や
関
心
度
ア
ッ
プ
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
。
伝
統
的
な
産
業
で

も
、
新
た
な
技
術
の
探
求
や
斬
新
な
発

想
を
も
ち
、
思
い
も
し
な
い
材
料
と
の

組
み
合
わ
せ
な
ど
に
よ
り
、
産
業
と
し

て
の
新
展
開
が
期
待
で
き
る
見
本
事
例

と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
第
５
次
革
命

新
た
な
調
味
料
「
カ
カ
オ
醤
」

き
っ
か
け
は
、
新
古
氏
が
イ
タ
リ
ア
を

訪
れ
た
際
の
カ
カ
オ
豆
か
ら
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
を
作
っ
た
体
験
だ
。
今
ま
で

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
関
心
は
な
か
っ
た
が
、

発
酵
食
品
で
あ
る
こ
と
に
興
味
を
持
ち
、

「
カ
カ
オ
豆
で
醤
油
を
仕
込
ん
だ
ら
ど

う
な
る
の
だ
ろ
う
？
」
と
遊
び
心
を
持

つ
。
醤
油
作
り
に
熱
心
な
新
古
氏
は
、

早
速
２
０
１
７
年
に
ベ
ト
ナ
ム
の
カ
カ

オ
の
産
地
を
め
ぐ
り
、
自
分
の
ア
イ
デ

ア
を
試
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
今
ま

で
に
な
い
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
味
の
醤
油
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
。

「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
第
５
次
革
命
」
と

も
い
え
る
カ
カ
オ
醤
の
製
法
は
ユ
ニ
ー

ク
だ
。
使
う
の
は
廃
棄
さ
れ
て
い
た
カ

カ
オ
の
未
熟
豆
。
上
質
で
酸
味
の
あ
る

カ
カ
オ
豆
よ
り
も
、
酸
味
が
少
な
い
未

熟
豆
が
む
し
ろ
醤
油
の
う
ま
み
に
合
う

こ
と
を
発
見
し
た
。
ま
た
、
検
討
段
階

の
当
初
は
カ
カ
オ
豆
を
麹
で
分
解
す
る

こ
と
に
注
力
し
て
い
た
が
、
フ
ラ
ン
ス

の
シ
ョ
コ
ラ
テ
ィ
エ
の
技
術
に
よ
り
焙

煎
す
る
こ
と
で
、
カ
カ
オ
独
特
の
香
り

が
増
幅
さ
れ
る
こ
と
を
発
見
。
瓶
内
熟

成
さ
せ
る
こ
と
で
商
品
化
に
成
功
し
た
。

使
用
す
る
醤
油
も
、
ど
の
醤
油
で
も
よ

い
わ
け
で
は
な
い
。

世界に進出する「カカオ醤」

い
ろ
い
ろ
な
醤
油
を
試
し
た
と
こ
ろ
、

伝
統
の
製
法
金
山
寺
味
噌
の
た
ま
り
醤

油
が
合
う
こ
と
に
気
づ
き
、
今
ま
で
に

な
い
画
期
的
な
調
味
料
を
生
み
出
し
た

の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
カ
カ
オ
醤
で
使

用
し
た
カ
カ
オ
豆
の
農
園
は
障
害
者
雇

用
に
配
慮
さ
れ
た
施
設
と
も
な
り
、

様
々
な
観
点
か
らS

D
G

s

の
精
神
が
込

め
ら
れ
た
研
究
で
あ
る
。

カ カ オ 粉 砕 発 酵

「カカオ醤」ができるまで
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業
界
初
の
水
な
し
自
動
調
理
鍋

社
会
や
生
活
様
式
の
変
化
の
中
で
、

人
々
に
寄
り
添
う
家
電
も
進
化
し
て
き

た
。
昨
今
に
お
い
て
は
共
働
き
世
帯
が

増
加
す
る
な
ど
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変

化
に
伴
い
、
家
事
の
自
動
化
・
省
力
化

が
進
む
。
し
か
し
、
調
理
の
分
野
で
は

「
勘
や
経
験
へ
の
信
頼
」
「
手
作
り
が

美
徳
」
な
ど
の
価
値
観
が
根
強
く
、
特

に
長
時
間
火
の
番
が
必
要
で
日
本
の
食

卓
に
は
欠
か
せ
な
い
「
煮
る
」
調
理
法

で
の
負
担
軽
減
が
進
ま
な
か
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
誰
も
が
手
軽
で
簡
単

か
つ
安
全
に
お
い
し
い
料
理
を
作
る
こ

と
を
可
能
に
し
た
の
が
、
自
動
調
理
鍋

「
ヘ
ル
シ
オ

ホ
ッ
ト
ク
ッ
ク
」
だ
。

家
電
に
Ａ
Ｉ
を
搭
載
し
た
ス
マ
ー
ト
ラ

イ
フ
を
推
進
し
て
い
る
シ
ャ
ー
プ
の
開

発
メ
ン
バ
ー
が
、
鍋
に
材
料
を
入
れ
て

ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
で
、
カ
レ
ー
や
肉

じ
ゃ
が
な
ど
の
多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー
が
で

き
る
魔
法
の
よ
う
な
家
電
を
開
発
し
た
。

経済産業大臣賞

第９回ものづくり日本大賞
令和の台所の新・必需品化を目指す
自動調理鍋ヘルシオホットクックの開発受賞件名

受賞者

受賞者メッセージ

栄誉ある賞を賜りありがとうございます。ヘルシオ ホットクックは、誰もが手軽に美味しく健康的
な食事を作ることができる調理機を目指して開発しました。さらにクラウド接続により購入後もメ
ニューやサービスが増えるなど、お客様に新たな価値を提供し続けます。今後はさらに各種サービス
との連携を拡大し、社会課題を解決する食ソリューション事業を展開していきたいと考えております。

中村達彦、源忠孝、森下圭介、井岡葵
吉田麻里、武田正幸

正面写真（仮）

ヘルシオホットクック

※写真左から、源 忠孝、森下 圭介、吉田 麻里、井岡 葵、武田 正幸、中村 達彦
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シャープ株式会社
・設立：1935年
・資本金：500,000万円
・従業員数：連結47,621名

・業種：家庭用電気機器の製造、販売
・所在地：堺市堺区匠町1

八尾市北亀井町3ｰ1－72（八尾事業所）
・URL：https://corporate.jp.sharp/

つ
な
が
り
、
進
化
す
る

令
和
の
新
し
い
家
電
へ

２
０
１
５
年
の
発
売
か
ら
機
能
の

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
続
け
、
２
０
２
２
年

３
月
末
で
累
計
出
荷
台
数
が
５
０
万
台

に
上
る
。
今
後
は
、
ク
ラ
ウ
ド
経
由
で
、

各
種
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
を
実
現
し
、

世
の
中
の
様
々
な
悩
み
を
解
決
す
る
食

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
へ
の
展
開
を
進

め
る
。
さ
ら
に
、
介
護
施
設
や
保
育
施

設
な
ど
人
手
不
足
が
課
題
と
な
る
現
場

に
お
い
て
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
と
つ
な

が
り
、
調
理
か
ら
社
会
課
題
の
解
決
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
継
続
的
に
新
た
な

価
値
を
提
供
し
続
け
る
、
新
し
い
家
電

の
形
と
い
え
よ
う
。

真
の
“
ほ
っ
た
ら
か
し
“
へ
挑
戦

ヘ
ル
シ
オ

ホ
ッ
ト
ク
ッ
ク
が
実
現

し
た
の
は
、
真
の
“
ほ
っ
た
ら
か
し
”

で
あ
る
。
ヘ
ル
シ
オ

ホ
ッ
ト
ク
ッ
ク

の
特
長
は
大
き
く
３
点
あ
る
。
１
点
目

は
約
５
０
０
も
の
料
理
が
作
れ
る
自
動

調
理
。
蒸
気
、
温
度
、
負
荷
の
３
つ
の

セ
ン
サ
ー
を
使
っ
て
食
材
の
分
量
や
状

態
を
検
知
。
独
自
の
「
ま
ぜ
技
ユ
ニ
ッ

ト
」
に
よ
り
、
ま
る
で
人
が
つ
き
っ
き

り
で
調
理
し
て
い
る
よ
う
に
、
ま
ぜ
方

と
火
加
減
を
自
動
制
御
す
る
こ
と
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
調
理
が
可
能
と
な
っ
た
。

ま
ぜ
方
は
実
に
３
３
０
通
り
以
上
も

あ
り
、
冷
凍
や
常
温
の
食
材
を
混
在
で

き
る
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
る
。

２
点
目
は

無
水
調
理
が
で
き
る
こ
と
。
水
な
し
で

素
材
の
旨
み
を
活
か
し
た
料
理
を
鍋
が

自
動
で
行
っ
て
く
れ
る
。
内
蓋
に
「
旨

み
ド
リ
ッ
プ
加
工
」
を
施
す
こ
と
で
、

蒸
気
を
水
分
に
し
て
食
材
に
戻
す
こ
と

で
実
現
し
た
。

３
点
目
は
予
約
調
理
。

最
大
１
５
時
間
先
ま
で
予
約
可
能
だ
。

鍋
に
入
れ
た
時
点
で
食
材
が
腐
敗
し
な

い
よ
う
、
先
に
火
を
通
し
、
適
温
を

キ
ー
プ
。
予
約
し
た
時
間
に
料
理
が
完

成
す
る
よ
う
自
動
制
御
し
て
く
れ
る
。

し
か
も
、
ク
ラ
ウ
ド
に
接
続
す
る
こ
と

で
外
出
先
か
ら
予
約
時
間
を
変
更
す
る

こ
と
も
で
き
る
。

さ
ら
に
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
と
接
続
す
る

こ
と
で
使
え
る
独
自
の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー

ビ
ス
を
展
開
。
ユ
ー
ザ
ー
の
利
用
状
況

を
把
握
し
な
が
ら
、
ユ
ー
ザ
ー
に
合
わ

せ
て
メ
ニ
ュ
ー
を
お
す
す
め
し
た
り
、

ユ
ー
ザ
ー
同
士
が
つ
な
が
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
へ
の
展
開
や
料
理
教
室
の
案
内
を

す
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
、
他
社

サ
ー
ビ
ス
や
機
器
と
の
連
携
の
輪
を
広

げ
、
購
入
後
で
も
ユ
ー
ザ
ー
の
好
み
や

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
て
進
化
す

る
の
だ
。

人に寄り添い進化するAIoT家電

異なる食材の種類・分量・状態を検知し、
まぜ方・火加減調整を自動制御

※

※AIoTとは「AI (Artificial Intelligence:人工知能)」と「IoT (Internet of Things:モノの
インターネット」を組み合わせた同社の造語で、シャープ株式会社の登録商標です。



＃医薬治験 ＃DX #高セキュリティ

株式会社ビットブレイン/株式会社EP綜合
KIZASHI

11

〝
治
験
プ
ロ
セ
ス
〟
の
課
題

新
薬
が
開
発
さ
れ
規
制
当
局
の
承
認

を
受
け
て
患
者
の
元
に
届
く
ま
で
に
は
、

〝
治
験
〟
と
い
う
新
薬
の
有
効
性
や
安

全
性
、
品
質
等
を
検
証
す
る
プ
ロ
セ
ス

を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
治
験
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
大
幅
な
効

率
化
を
達
成
し
た
の
が
、
福
井
県
に
所

在
す
る
Ｉ
Ｔ
企
業
の
株
式
会
社
ビ
ッ
ト

ブ
レ
イ
ン
と
治
験
業
務
支
援
の
国
内
大

手
で
あ
る
株
式
会
社
Ｅ
Ｐ
綜
合
の
開
発

チ
ー
ム
だ
。

治
験
に
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｖ
（S

o
u

rc
e
 

D
o
c
u

m
e
n

t V
e
rific

a
tio

n

）
」
と
い

う
治
験
の
評
価
に
お
い
て
重
要
な
記
録

や
報
告
を
、
医
療
機
関
が
保
存
す
る
カ

ル
テ
な
ど
の
原
資
料
を
直
接
閲
覧
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
照
合
す
る
業
務
が
あ
る
。

こ
の
Ｓ
Ｄ
Ｖ
は
臨
床
開
発
モ
ニ
タ
ー
が
、

治
験
実
施
施
設
に
実
際
に
訪
問
し
、
被

験
者
（
治
験
に
参
加
し
た
患
者
）
の
原

資
料
と
症
例
報
告
書
の
整
合
を
取
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
費
用
・
時
間
の
両
面

で
コ
ス
ト
が
か
か
る
た
め
、
従
前
よ
り
、

リ
モ
ー
ト
Ｓ
Ｄ
Ｖ
シ
ス
テ
ム
普
及
に
向

け
た
様
々
な
議
論
が
行
わ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
高
い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保

が
必
須
で
あ
り
、
導
入
コ
ス
ト
の
課
題

も
大
き
い
た
め
普
及
が
進
ん
で
こ
な

か
っ
た
。
ま
た
、
近
年
は
近
隣
諸
国
に

ま
た
が
っ
て
行
う
国
際
共
同
試
験
が
主

流
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

優 秀 賞

第９回ものづくり日本大賞
治験DX！常識を覆す便利さと超高セキュリティ
で医薬治験業務プロセスの効率化を実現受賞件名

受賞者

受賞者メッセージ

斎藤智示、新野和幸、片山裕希
畠山しのぶ、高松 俊一

株式会社ビットブレイン
・設立：2015年4月
・資本金：1,350万円
・従業員数：９名

・業種：セキュリティ、リモート等のシステム開発
・所在地：福井県福井市大手2丁目4-24 福井大手ビル
・URL： https://bit-brain.jp/

※写真左から 畠山 しのぶ、高松 俊一、斎藤 智示、新野 和幸

SPG-Remote Medical for SYNOV-Rの開発・普及は、多くのシステムエンジニア、ネットワークエン
ジニア、施設担当営業、事業推進企画メンバー方々のたゆまぬ努力と、治験実施施設様、製薬会社様
など多くの関係機関・企業の皆様のご理解とご協力をいただき、今日の治験が抱える大きな課題解決
に向けた一歩目を踏み出すことができました。関係者の皆様に感謝を申し上げます。今後さらにシス
テムの普及・利活用促進に向けた活動に力を注ぎたいと思います。そして治験業務プロセスの効率化
が進むことで新薬の国内流通は安定していくと考えています。
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株式会社EP綜合
・設立：1999年
・資本金：10,000万円
・従業員数：1,670名

・業種：治験実施施設の管理、支援
・所在地：東京都新宿区津久戸町1番8号
・URL： https://www.epsogo.co.jp/

(

株)

ビ
ッ
ト
ブ
レ
イ
ン
が
開
発
し
た

「S
P

G
-R

e
m

o
te

 M
e
d

ic
a
l fo

r 

S
Y

N
O

V
-R

」
は
リ
モ
ー
トS
D

V

を
実

現
し
た
ポ
イ
ン
ト
が
い
く
つ
か
あ
る
。

シ
ス
テ
ム
は
物
理
層
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
分
離
す
る
独
自
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ク

ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
を
介
す
る
方
式
を
採

用
。
こ
れ
は
、
治
験
実
施
施
設
側
で
の

画
面
デ
ー
タ
を
画
像
と
し
て
抜
き
出
し

送
信
す
る
も
の
で
、
異
な
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
交
え
る
こ
と
が
な
い
た
め
、

安
全
性
を
担
保
し
て
い
る
。
ま
た
、
リ

モ
ー
ト
Ｓ
Ｄ
Ｖ
を
適
切
に
管
理
す
る
た

め
、
予
約
管
理
シ
ス
テ
ム
も
実
装
。
こ

れ
に
よ
り
治
験
実
施
者
が
許
可
し
て
い

な
い
リ
モ
ー
ト
Ｓ
Ｄ
Ｖ
実
施
者
、
治
験

内
容
、
日
時
に
は
シ
ス
テ
ム
に
接

続
で
き
な
い
た
め
、
閲
覧
情
報
を

SPG-Remote Medicalの概要

日
本
の
医
薬
品
開
発
に
革
新
を

高
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
だ
け
で
は
な
く
、

普
及
拡
大
に
向
け
た
導
入
コ
ス
ト
の
課

題
も
ク
リ
ア
し
て
い
る
。
本
シ
ス
テ
ム

で
は
、
治
験
実
施
施
設
（
病
院
側
）
で

は
、
専
用
ル
ー
タ
の
設
置
の
み
で
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
工
事
不
要
を
実
現
し
、
コ
ス

ト
面
・
導
入
負
担
面
で
大
幅
に
改
善
し

た
。
す
で
に
大
規
模
病
院
を
中
心
に
１

５
０
を
超
え
る
病
院
で
の
導
入
が
進
み
、

治
験
依
頼
者
で
あ
る
製
薬
会
社
の
利
用

も
進
ん
で
い
る
。
本
シ
ス
テ
ム
が
国
内

全
体
で
広
が
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
治
験
業

務
に
要
し
た
病
院
訪
問
時
間
・
回
数
が

大
幅
に
低
減
し
、
治
験
業
務
に
か
か
る

コ
ス
ト
・
時
間
は
諸
外
国
並
み
の
水
準

に
下
が
る
と
い
う
。
今
後
ま
す
ま
す
、

新
薬
の
流
通
の
迅
速
化
、
安
定
供
給
化

に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

治
験
を
依
頼
す
る
製
薬
会
社
は
、
コ

ス
ト
削
減
の
た
め
「
ク
オ
リ
テ
ィ
・
コ

ス
ト
・
ス
ピ
ー
ド
」
の
３
つ
を
評
価
す

る
が
、
日
本
で
は
コ
ス
ト
と
ス
ピ
ー
ド

が
諸
外
国
よ
り
も
劣
っ
て
お
り
、
総
合

的
に
も
評
価
が
低
い
。
も
し
、
日
本
の

治
験
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
改
善
さ
れ
な

け
れ
ば
、
薬
の
入
手
が
困
難
に
な
る
だ

け
で
な
く
、
医
薬
品
開
発
そ
の
も
の
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
課
題

が
あ
る
の
だ
。

間
違
え
る
と
い
っ
た
こ
と
は
発
生
し
な

い
。
さ
ら
に
、
専
用
の
リ
モ
ー
ト
閲
覧

室
を(

株)

Ｅ
Ｐ
綜
合
内
に
配
置
し
、
電

子
カ
ル
テ
端
末
と
同
様
の
情
報
を
遠
隔

で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
そ
し
て
、

リ
モ
ー
ト
の
利
用
者
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

や
情
報
取
扱
い
な
ど
の
高
度
な
教
育
受

講
を
必
須
に
し
て
お
り
、
情
報
漏
洩
リ

ス
ク
を
徹
底
的
に
排
除
し
て
い
る
。

/

従
来
の
課
題
を
覆
す
〝
治
験
Ｄ
Ｘ
〟
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業
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

食
品
包
装
容
器
メ
ー
カ
ー

サ
ン
シ
ー
ド
株
式
会
社
は
、
業
界

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
シ
ェ
ア
を
誇
る
食
品

包
装
容
器
を
は
じ
め
、
医
療
機
器
や
衛

生
用
品
等
の
容
器
を
製
造
す
る
。

主
軸
の
食
品
包
装
容
器
に
つ
い
て
、

一
般
的
な
工
法
で
あ
る
「IM

L

方
式
」

は
、
予
め
印
刷
加
工
さ
れ
た
一
枚
の
ラ

ベ
ル
を
金
型
内
に
装
填
し
、
容
器
の
射

出
成
型
と
同
時
に
ラ
ベ
ル
を
装
着
す
る

も
の
と
な
る
。
こ
れ
に
は
、
印
刷
メ
ー

カ
ー
か
ら
納
品
さ
れ
る
フ
ィ
ル
ム
ロ
ー

ル
を
、
①
ス
リ
ッ
ト
、
②
分
割
、
③

カ
ッ
ト
、
④
積
み
重
ね

と
い
っ
た
前

工
程
を
必
要
と
す
る
。

し
か
し
同
社
特
許
技
術
の
「R

o
ll

to
 IM

L
 

方
式
」
は
、
フ
ィ
ル
ム
ロ
ー

ル
を
そ
の
ま
ま
機
械
に
装
着
す
る
の
み

だ
。
そ
の
後
は
機
械
が
ラ
ベ
ル
を
自
動

連
続
的
に
カ
ッ
ト
し
そ
の
ま
ま
金
型
内

に
装
填
す
る
こ
と
か
ら
、IM

L

方
式
で

必
要
な
前
工
程
が
不
要
と
な
る
。

こ
の
技
術
に
よ
り
、
生
産
性
の
飛
躍

的
な
向
上
と
大
幅
な
工
数
削
減
を
実
現
。

同
社
の
競
争
力
の
源
泉
と
な
っ
て
い
る
。

受賞者メッセージ

この度は、栄誉ある賞をいただき、この開発に関われたことを、非常に名誉に思います。
昨今、脱プラが叫ばれる中、弊社の技術がより一層、地球環境に優しい技術になるよう、今回の
受賞を糧に、今後も精進してまいります。

サンシード株式会社の
事業内容

優 秀 賞

第９回ものづくり日本大賞
ＤＸを活用してプラ容器製造のＳＤＧｓを
実現したＲｏｌｌ to ＩＭＬ生産システム受賞件名

受賞者
浅野翔、木村愼吾、原和志、高橋洋晃、
森田誠、松田紘和、山本宏一

※写真上段左から 山本 宏一、木村 愼吾、
下段左から 高橋 洋晃、原 和志、浅野 翔、松田 紘和
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サンシード株式会社
・設立：1957年
・資本金：5,250万円
・従業員数：79名

・業種：食品、医療品、衛生用品等の
プラスチック容器の開発・製造・販売

・所在地：京都府相楽郡精華町光台1-2-9
・URL：https://www.sunpla.co.jp/

町
工
場
か
ら
高
付
加
価
値
ス
マ
ー
ト

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
へ
の
劇
的
進
化

同
社
はR

o
ll to

 IM
L

方
式
を
主
軸

に
、
自
動
分
析
、
自
動
復
旧
、
予
兆

分
析
に
お
い
て
独
自
の
Ｄ
Ｘ
手
法
を

磨
い
て
き
た
。
不
良
率
の
削
減
と
短

納
期
化
が
軌
道
に
乗
る
こ
と
で
捻
出

さ
れ
た
原
資
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
Ｄ

Ｘ
投
資
が
促
進
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

現
場
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
創
造
的
業
務

に
注
力
し
Ｄ
Ｘ
技
術
を
さ
ら
に
高
め

て
い
く
。
製
造
業
が
行
う
Ｄ
Ｘ
の

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
る
べ
き
、
好
循

環
の
姿
だ
。
こ
れ
ら
を
実
現
し
た
背

景
は
大
き
く
二
つ
あ
る
。

一
つ
は
、
同
社
の
事
業
特
性
に
あ
る
。

食
料
品
や
医
療
品
業
界
で
は
、
安
全

性
・
追
跡
可
能
性
が
高
く
求
め
ら
れ
る

環
境
に
あ
る
。
顧
客
ニ
ー
ズ
に
真
摯
に

応
え
る
も
の
づ
く
り
の
姿
勢
が
現
在
の

姿
を
作
っ
た
。

「IML方式」と「Roll to IML方式」の工程比較

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
廃
棄
物
削
減
に
よ
る

S
D

G

ｓ
へ
の
貢
献

一
般
的
なIM

L

方
式
で
は
ラ
ベ
ル
を

積
み
重
ね
た
状
態
か
ら
は
が
し
取
っ
て

金
型
に
装
填
す
る
た
め
、
一
度
に
2

枚
を
取
っ
て
し
ま
う
リ
ス
ク
が
あ
る
。

こ
の
た
め
一
定
の
厚
み
が
必
要
だ
。
し

か
し
同
社
のR

o
ll

to
 IM

L

方
式
で
は
、

そ
も
そ
も
フ
ィ
ル
ム
を
重
ね
る
必
要
が

な
い
た
め
、
2

枚
取
り
の
リ
ス
ク
は

な
い
。
こ
れ
に
よ
り
、
フ
ィ
ル
ム
の
厚

み
を
従
来
の
3

分
の
1

程
度
（
約

20

）
ま
で
薄
く
す
る
こ
と
が
で
き
、

廃
棄
物
量
を
２
０
０
０
ト
ン
削
減
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
生
産
性
の
向
上
と
環

境
負
荷
の
低
減
を
同
時
に
実
現
し
た
実

績
は
、
業
界
に
広
く
知
れ
わ
た
る
こ
と

と
な
っ
た
。

独自開発された製造設備
（特許取得済）

けいはんな学研都市に位置する
本社及びR＆Dセンターの外観及び内観

も
う
一
つ
は
開
発
型
企
業
へ
の
転

換
だ
。
同
社
の
発
祥
は
東
大
阪
に
あ

る
昔
な
が
ら
の
町
工
場
だ
っ
た
。
従

業
員
に
強
い
ら
れ
る
劣
悪
な
雇
用
環

境
を
改
善
し
た
い
と
い
う
経
営
者
の

強
い
想
い
で
、
最
先
端
技
術
が
集
ま

る
け
い
は
ん
な
学
研
都
市
へ
本
社
を

移
転
し
た
の
は
２
０
１
３
年
の
こ
と

。

そ
の
後
、
工
学
系
学
生
の
積
極
採
用

や
技
術
部
の
新
設
な
ど
抜
本
的
な
組

織
改
革
を
進
め
て
き
た
。
新
社
屋
は
、

業
務
、
集
中
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
を
テ
ー
マ
と
し
た

人
間
を
起
点
と
す
る
設
計
で
あ
り
、

未
来
の
も
の
づ
く
り
を
感
じ
さ
せ
る
。

今
回
の
受
賞
は
、
廃
棄
物
削
減
や
、

Ｄ
Ｘ
、
働
き
方
改
革
な
ど
、
社
会
が

直
面
す
る
課
題
解
決
に
向
け
様
々
な

示
唆
を
与
え
る
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

中
小
製
造
業
の
未
来
を
牽
引
す
る
サ

ン
シ
ー
ド
株
式
会
社
の
今
後
の
展
開

か
ら
目
が
離
せ
な
い
。

µm
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地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た

産
業
用
冷
凍
機
「
冷
媒
」
の
課
題

冷
凍
機
は
、
一
般
的
に
「
冷
媒
」
と

呼
ば
れ
る
ガ
ス
を
充
填
し
、
圧
力
を
操

作
す
る
こ
と
で
、
液
化
・
放
熱
、

気
化
・
吸
熱
を
繰
り
返
し
、
低
温
を
得

る
仕
組
み
を
も
つ
。
こ
の
冷
媒
に
つ
い

て
、
特
に
産
業
用
冷
凍
機
向
け
に
は
今

も
人
工
的
に
作
っ
た
フ
ロ
ン
ガ
ス
の
一

種
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ

だ
ろ
う
か
。
フ
ロ
ン
ガ
ス
は
、
地
球
温

暖
化
を
高
め
る
作
用
が
、
ア
ン
モ
ニ
ア

や
Ｃ
Ｏ
2

と
い
っ
た
自
然
冷
媒
と
比

較
し
て
圧
倒
的
に
高
く
、
国
際
条
約
モ

ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書
は
段
階
的
な
削

減
を
義
務
付
け
て
い
る
。

日
本
に
お
い
て
自
然
冷
媒
と
い
え
ば
、

ア
ン
モ
ニ
ア
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、

刺
激
臭
や
毒
性
の
面
で
課
題
が
あ
っ
た
。

こ
の
点
、
Ｃ
Ｏ
２
冷
媒
は
、
安
全
性
・

環
境
面
に
お
い
て
優
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
特
に
産
業
向
け
の
中
大
型
冷
凍
機

に
採
用
す
る
に
は
大
き
な
課
題
が
あ
っ

た
。
Ｃ
Ｏ
２
は
臨
界
温
度
（
気
体
が
ど

ん
な
に
圧
力
を
加
え
て
も
液
体
に
な
ら

な
い
温
度
）
が
31

度
と
低
い
。
こ
の

た
め
、
夏
の
最
高
気
温
が
時
に
は

40

度
を
超
え
る
日
本
で
、
冷
媒
と
し
て
機

能
さ
せ
る
た
め
に
は
、
冷
媒
を
液
化
さ

せ
る
た
め
の
付
加
的
な
シ
ス
テ
ム
が
必

要
と
な
り
、
結
果
と
し
て
省
エ
ネ
性
を

損
ね
て
し
ま
う
と
い
っ
た
難
点
が
あ
る
。

優 秀 賞

第９回ものづくり日本大賞 CO２冷媒を用いた産業用冷凍機の開発受賞件名

受賞者

受賞者メッセージ

栄誉ある賞を頂き誠にありがとうございます。今回受賞を頂いた産業用冷凍機は、自然冷媒である
CO2冷媒を使用し、かつ省エネ性能が高い製品として高い評価を頂いております。
この製品は日本のカーボンニュートラル・地球の温暖化防止に貢献できる製品であると自負してお
ります。今後はさらに開発を進めより高性能、多機能な製品開発を続けてまいります。

村上真一、黒石広明、田中 伸一

※写真左から 黒石 広明、村上 真一、田中 伸一
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・設立：1987年
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・業種：産業用冷凍機製造販売
・所在地：東京都新宿区四谷1-6-1 四谷タワー20階
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今
後
の
展
開
と
し
て
、
地
球
温
暖
化

防
止
の
取
組
が
世
界
中
で
加
速
す
る
中
、

自
然
冷
媒
冷
凍
機
へ
の
置
き
換
え
は
、

国
内
だ
け
で
な
く
世
界
で
も
進
ん
で
い

く
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
同
社
は
、
マ

レ
ー
シ
ア
で
も
初
号
機
を
納
入
し
、
東

南
ア
ジ
ア
市
場
参
入
の
足
掛
か
り
を
つ

け
た
。
今
般
、
滋
賀
工
場
を
改
修
・
増

設
し
、
増
産
対
応
と
、
新
型
機
の
開
発

に
一
層
注
力
し
て
い
く
体
制
に
入
っ
た
。

今
後
も
業
界
を
リ
ー
ド
す
る
存
在
と
し

て
、
地
球
温
暖
化
防
止
を
一
層
進
め
ら

れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

冷
凍
機
専
業
メ
ー
カ
ー
に
よ
る

地
球
温
暖
化
防
止
へ
の
挑
戦

こ
う
い
っ
た
事
情
か
ら
、
Ｃ
Ｏ
２
冷

媒
は
、
夏
が
涼
し
い
欧
州
等
で
し
か
実

現
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の

よ
う
な
中
、
日
本
独
自
の
Ｃ
Ｏ
２
冷
媒

冷
凍
機
開
発
に
名
乗
り
を
上
げ
た
の
が

日
本
熱
源
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
で
あ
る
。

長
年
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
冷
凍
機
を
設

計
・
製
造
し
て
き
た
た
め
、
冷
凍
機
の

設
計
・
製
造
か
ら
、
各
圧
縮
機
の
イ
ン

バ
ー
タ
制
御
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
お
よ
び

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
ま
で
自
社
で
一
貫

し
て
出
来
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
っ
て
い
る
。

開
発
に
着
手
し
た
の
は
２
０
１
２
年
の

こ
と
。
「
猛
暑
下
で
の
安
全
運
転
」
と

フロンガスと自然冷媒の比較

「
ス
ー
パ
ー
グ
リ
ー
ン
」
の
誕
生

と
今
後
の
展
開

3

年
の
開
発
期
間
を
経
て
、
つ
い

に
、
日
本
の
気
候
に
合
っ
た
我
が
国
初

の
Ｃ
Ｏ
２
冷
媒
産
業
用
冷
凍
機
「
ス
ー

パ
ー
グ
リ
ー
ン
」
が
誕
生
し
た
。
懸
念

で
あ
っ
た
省
エ
ネ
性
能
は
、
従
来
の
フ

ロ
ン
冷
凍
機
に
比
べ
20

～
40

％
向
上

と
い
う
驚
異
的
な
結
果
を
出
し
た
。
製

品
発
売
時
、
業
界
内
で
は
北
海
道
や
東

北
の
み
で
成
り
立
つ
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
た
が
、
現
在
で
は
全
国
で
、
食
品

工
場
を
は
じ
め
多
岐
の
業
界
向
け
に

累
計
３
０
０
台
以
上
の
導
入
実
績
を
積

み
重
ね
、
完
成
度
の
高
さ
が
市
場
で
存

在
感
を
示
し
て
い
る
。

「
高
い
省
エ
ネ
」
を
両
立
さ
せ
る
こ
と

を
目
標
に
設
定
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
、

社
員
が
ド
イ
ツ
に
留
学
し
、
Ｃ
Ｏ
２
冷

凍
機
の
基
本
原
理
を
習
得
し
た
。
そ
の

後
、
滋
賀
工
場
に
冷
凍
冷
蔵
庫
を
含
め

た
実
験
プ
ラ
ン
ト
を
制
作
。
試
作
機
を

何
基
も
作
り
実
証
実
験
を
繰
り
返
し
な

が
ら
、
猛
暑
下
で
の
冷
凍
機
の
最
適
制

御
や
機
器
の
サ
イ
ズ
調
整
を
行
っ
た
。

ポ
イ
ン
ト
は
、
猛
暑
を
乗
り
切
る
た
め

冷
凍
機
内
の
冷
却
シ
ス
テ
ム
や
冷
媒
の

貯
留
方
法
だ
。
同
時
に
冷
凍
機
の
心
臓

部
で
あ
る
圧
縮
機
を
イ
ン
バ
ー
タ
制
御

す
る
こ
と
な
ど
し
て
省
エ
ネ
性
を
追
求

し
た
。

開発を支える同社独自の
冷却試験設備（下）とモニター（上）

CO２冷媒冷凍機
「スーパーグリーン」
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非
接
触
を
実
現
す
る
空
中
映
像

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
で
「
非
接
触
」
が
叫
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
券
売

機
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
、
ト
イ
レ
、
自
動
販
売
機

等
の
ス
イ
ッ
チ
類
が
生
活
必
須
と
な
っ

て
い
る
社
会
に
お
い
て
は
、
不
特
定
多

数
が
触
れ
る
ス
イ
ッ
チ
に
接
触
し
な
い

と
い
う
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の
よ
う
な

現
状
を
、
何
も
な
い
空
中
に
浮
か
び
上

が
る
「
空
中
映
像
」
で
解
決
し
た
の
が
、

株
式
会
社
パ
リ
テ
ィ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ズ
の
開
発
チ
ー
ム
と
宙
に
浮
く
映
像

を
実
現
し
た
空
中
映
像
表
示
素
子
「
パ

リ
テ
ィ
ミ
ラ
ー
」
で
あ
る
。

発
端
は
代
表
の
前
川
氏
が
国
立
研
究

開
発
法
人
情
報
通
信
研
究
機
構
（
以
下

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
に
て
職
務
発
明
で
開
発
し

た
技
術
で
あ
る
。
映
画
に
出
て
く
る
よ

う
な
何
も
な
い
空
中
に
浮
か
び
上
が
る

映
像
表
示
を
実
現
し
た
い
と
い
う
考
え

か
ら
、
全
く
新
し
い
光
学
シ
ス
テ
ム
の

開
発
に
着
手
す
る
こ
と
を
決
め
、
お
よ

そ
１
年
の
試
行
錯
誤
の
末
に
基
礎
理
論

の
発
明
と
原
理
確
認
に
成
功
し
た
。
発

明
し
た
試
作
装
置
を
国
内
外
の
展
示
会

に
出
展
し
た
と
こ
ろ
、
是
非
と
も
社
会

に
普
及
さ
せ
て
欲
し
い
と
い
う
非
常
に

大
き
な
反
響
を
多
数
得
た
こ
と
か
ら
事

業
化
を
決
意
、
２
０
１
０
年
12

月
に

満
を
持
し
て(

株)

パ
リ
テ
ィ
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ズ
を
設
立
し
た
。

優 秀 賞

第９回ものづくり日本大賞
独自の光学設計とナノ加工技術の活用により
実現した空中映像表示素子の開発受賞件名

受賞者

受賞者メッセージ

SF映画やアニメの世界に出てきた「空中映像」という次世代映像技術の実現により、こ
の度栄誉ある賞をいただき大変うれしく光栄に思います。今後も感染症対策用途だけで
なく、この画期的な次世代映像技術によって人々にわくわくする未来を提供できるよう
挑戦し続けます。

前川聡、前田有希、Foucher Jean-Michel
直木吾郎、田中誠造、亀島栄司

※写真左２人目から 亀島 栄司、Foucher Jean-Michel、前川 聡、前田 有希、田中 誠造
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Ｓ
Ｆ
映
画
の
世
界
が
現
実
へ

す
で
に
国
内
外
問
わ
ず
多
く
の
サ
ン

プ
ル
販
売
実
績
が
あ
り
、
高
速
道
路

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
内
ト
イ
レ
の
リ
モ

コ
ン
や
大
学
内
の
証
明
書
発
行
機
な
ど

様
々
な
場
面
で
の
採
用
、
活
用
が
広

が
っ
て
い
る
。

３００ｍｍ角サイズのパリティミラー

空中タッチディスプレイ
＊写真左は他社製品への導入事例

魔
法
の
デ
バ
イ
ス

「
パ
リ
テ
ィ
ー
ミ
ラ
ー
」

こ
れ
ま
で
立
体
映
像
と
言
え
ば
、
左

右
そ
れ
ぞ
れ
の
眼
で
見
る
た
め
の
映
像

を
偏
光(

へ
ん
こ
う)

眼
鏡
な
ど
を
通
じ

て
見
せ
る
視
差(

し
さ)

方
式
が
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
が
、
パ
リ
テ
ィ
ミ
ラ
ー
は

全
く
異
な
る
技
術
を
用
い
る
。
高
度
な

光
学
設
計
と
光
学
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
り
、
従
来
の
光
学
系
で
達
成
で
き

な
か
っ
た
「
面
対
称
等
倍
結
像
」
を
実

現
。
ミ
ラ
ー
の
表
面
に
幅
・
高
さ
が
約

３
０
０

の
２
面
コ
ー
ナ
ー
リ
フ
レ
ク

タ
ユ
ニ
ッ
ト
を
等
間
隔
に
配
置
、
光
線

が
ユ
ニ
ッ
ト
を
透
過
す
る
際
に
直
角
の

コ
ー
ナ
ー
に
光
を
２
回
反
射
さ
せ
、
光

線
を
集
め
て
空
中
に
映
像
を
映
し
出
す
。

こ
れ
は
平
面
鏡
と
同
じ
鏡
映
像
を
結
像

さ
せ
な
が
ら
実
像
を
空
中
に
結
像
さ
せ
、

目
の
前
に
あ
る
物
体
を
見
て
い
る
こ
と

と
同
じ
原
理
で
物
体
が
見
え
る
。

ま
さ
に
、
ミ
ラ
ー
を
通
す
だ
け
で
映

像
が
そ
の
ま
ま
空
中
に
浮
か
び
上
が
る

魔
法
の
デ
バ
イ
ス
だ
。
こ
の
ミ
ラ
ー
に

セ
ン
サ
ー
な
ど
の
技
術
を
掛
け
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
空
中
に
浮
か
び
上
が
る
映

像
を
触
れ
た
だ
け
で
デ
バ
イ
ス
の
操
作

を
可
能
に
す
る
非
接
触
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル

を
実
現
で
き
る
。
ま
た
、
最
先
端
の
ナ

ノ
加
工
技
術
に
よ
り
、
厚
さ
２
㎜
程
度

の
非
常
に
薄
い
板
状
の
素
子
１
枚
に
実

現
し
、
樹
脂
微
細
成
形
技
術
に
よ
り
量

産
化
・
低
コ
ス
ト
化
に
も
成
功
し
て
い

る
。
さ
ら
に
特
筆
す
べ
き
は
、
ユ
ー

ザ
ー
側
の
負
担
が
少
な
い
点
だ
。
液
晶

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
な
ど
、
既
存

の
光
源
を
パ
リ
テ
ィ
ミ
ラ
ー
の
下
に
置

く
だ
け
で
映
像
が
浮
か
び
上
が
る
た
め
、

導
入
コ
ス
ト
も
ほ
と
ん
ど
な
く
あ
ら
ゆ

る
場
所
に
空
中
映
像
を
生
み
出
す
こ
と

が
可
能
だ
。
ま
た
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー

に
と
っ
て
は
、
従
来
の
よ
う
な
特
殊
な

メ
ガ
ネ
や
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
装

着
の
煩
わ
し
さ
も
全
く
な
い
。

ま
た
、
パ
リ
テ
ィ
ミ
ラ
ー
の
サ
イ
ズ
も

３
８
０
㎜×

３
８
０
㎜
の
発
売
が
開
始

さ
れ
、
今
後
さ
ら
に
大
型
サ
イ
ズ
の
開

発
に
も
期
待
が
掛
か
る
。
近
い
将
来
、

駅
や
公
共
施
設
な
ど
で
空
中
に
浮
か
び

上
が
る
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
目
に

す
る
な
ど
、
誰
も
が
憧
れ
た
Ｓ
Ｆ
映
画

の
世
界
が
実
現
す
る
日
も
近
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

µm



＃メタボローム分析 ＃前処理 #自動化

株式会社アイスティサイエンス
KIZASHI

19

メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
分
析
と
は

〝
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
〟
と
い
う
言
葉
を

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
一
般

に
は
健
康
診
断
で
よ
く
耳
に
す
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
と
は

「
代
謝
物
（
ア
ミ
ノ
酸
・
有
機
酸
・

糖
・
脂
肪
酸
な
ど
）
」
を
意
味
す
る
言

葉
で
あ
り
、
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
分
析
（
メ

タ
ボ
ロ
ミ
ク
ス
）
と
は
生
体
に
含
ま
れ

る
代
謝
物
を
網
羅
的
か
つ
定
性
的
に
調

べ
る
手
法
で
あ
り
、
医
療
や
食
品
、
農

業
な
ど
幅
広
い
分
野
で
用
い
ら
れ
る
分

析
手
法
で
あ
る
。
こ
の
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム

分
析
は
、
生
命
化
学
に
お
け
る
研
究
開

発
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お

り
、
ア
カ
デ
ミ
ア
で
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
医
学
や
食
品
、
農
業
な
ど
の
分
野

で
活
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
分
析
を
行
う
た
め
に
は
、
採
取

さ
れ
た
サ
ン
プ
ル
を
分
析
装
置
に
か
け

る
ま
で
の
前
処
理
が
必
須
で
あ
る
が
、

そ
こ
に
課
題
が
あ
っ
た
。
脱
水
な
ど
の

工
程
に
か
な
り
の
時
間
を
要
し
、
ま
た
、

抽
出
な
ど
は
手
作
業
に
頼
る
工
程
も
多

く
、
前
処
理
だ
け
で
２
日
間
か
か
る
。

ま
た
、
作
業
者
の
技
量
に
よ
っ
て
は

デ
ー
タ
に
ば
ら
つ
き
が
生
じ
、
一
度
に

多
く
の
検
体
を
扱
う
た
め
操
作
ミ
ス
も

起
こ
し
や
す
い
た
め
、
分
析
結
果
に

よ
っ
て
は
時
間
の
掛
か
る
前
処
理
か
ら

や
り
直
し
て
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

優 秀 賞

第９回ものづくり日本大賞
前処理2 日を15 分に！
メタボローム分析前処理技術と自動化装置の開発受賞件名

受賞者

受賞者メッセージ
分析化学の事業を通じて世の中に貢献するために17年前に創業いたしました。その間、吸着剤を使用
した固相抽出という技術を用いた食品中残留農薬の分析法の自動化を開発し上市してまいりました。
今回はその技術を応用することで、生体内の代謝物の分析において前処理2日を15分にする新技術
「固相誘導体化法」を開発。日本のみならず世界のメタボローム分析の標準法となるよう引き続き精
進してまいります。

佐々野僚一

※写真は、佐々野 僚一
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株式会社アイスティサイエンス
・設立：2006年
・資本金：3,000万円
・従業員数：16名

・業種：分析機器及び周辺機器の製造と販売
・所在地：和歌山市有本18-3
・URL：http://www.aisti.co.jp/

メタボローム分析が期待される分野と目的

２
日
が
最
短
１
５
分
に
！

前
処
理
工
程
の
プ
ロ
セ
ス
革
命

メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
分
析
前
処
理
の
流
れ

は
、
分
析
す
る
代
謝
物
を
吸
着
（
抽

出
・
生
成
）
し
脱
水
、
そ
の
後
、
試
料

に
試
薬
を
添
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
分

析
機
器
で
測
定
で
き
る
物
質
に
化
学
変

化
さ
せ
る
誘
導
体
化
と
い
う
プ
ロ
セ
ス

を
経
て
分
析
が
可
能
に
な
る
。
今
回
こ

の
プ
ロ
セ
ス
を
簡
素
化
に
成
功
し
た
ポ

イ
ン
ト
は
二
つ
あ
る
。

一
つ
目
は
前
処
理
時
間
の
劇
的
な
短

縮
を
可
能
に
し
た
「
固
相
誘
導
体
化

法
」
の
開
発
だ
。
従
来
は
試
験
管
な
ど

の
容
器
で
抽
出
か
ら
誘
導
体
化
ま
で

行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
目
的
成
分
に
特

異
的
に
吸
着
す
る
樹
脂
（
固
相
）
を
充

填
し
た
固
相
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
中
で
脱
水

か
ら
誘
導
体
化
（
化
学
反
応
）
ま
で
を

行
う
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
従
来
法
で

は
２
日
間
か
か
っ
て
い
た
工
程
を,

最
短

１
５
分
に
短
縮
、
ま
た
分
析
精
度
の
向

上
に
も
つ
な
が
っ
た
。

研
究
へ
の
貢
献

今
回
開
発
し
た
前
処
理
シ
ス
テ
ム
は
、

す
で
に
、
多
数
の
大
学
や
研
究
機
関
、

様
々
な
メ
ー
カ
ー
へ
の
導
入
実
績
が
あ

り
、
裾
野
が
広
い
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
分
析

市
場
も
拡
大
し
て
い
く
と
言
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
今
後
は
「
固
相
誘
導
体
化

法
」
の
さ
ら
な
る
発
信
や
ア
カ
デ
ミ
ア

と
の
連
携
、
さ
ら
に
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
分

析
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大
し
て
い

く
予
定
だ
。
本
技
術
の
成
果
は
世
界
中

で
行
わ
れ
て
い
る
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
分
析

に
よ
る
多
く
の
研
究
を
飛
躍
的
に
加
速

さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
和
歌
山
か
ら
世

界
に
向
け
て
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
分
析
・
化

学
分
析
で
の
ま
す
ま
す
の
貢
献
が
期
待

で
き
る
だ
ろ
う
。

二
つ
目
は
前
処
理
か
ら
測
定
ま
で
を

一
気
通
貫
で
行
う
こ
と
を
可
能
に
し
た

「
オ
ン
ラ
イ
ンS

P
E

-G
C

/M
S

シ
ス
テ

ム
」
の
開
発
で
あ
る
。
上
述
の
固
相
誘

導
体
化
法
を
用
い
る
こ
と
で
、
従
来
は

手
作
業
で
行
っ
て
い
た
煩
雑
な
工
程
の

自
動
化
に
成
功
。
さ
ら
に
自
動
で
固
相

か
ら
溶
出
液
を
直
接
分
析
機
器
に
注
入

し
前
処
理
か
ら
続
け
て
分
析
を
行
う
シ

ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。
こ
れ
ら
前
処
理

か
ら
分
析
ま
で
の
一
連
の
作
業
を
ロ

ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
に
行
わ
せ
る
こ
と
で
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
完
全
自
動
化
さ
せ
、
技

術
者
の
負
担
を
減
ら
し
、
個
人
差
な
く

前
処
理→

分
析
ま
で
を
可
能
に
し
た
。

時
間
的
コ
ス
ト
の
解
消
及
び
煩
雑
な
作

業
の
自
動
化
に
成
功
し
た
の
が
、
食
品

中
の
残
留
農
薬
分
析
を
行
っ
て
い
た

（
株
）
ア
イ
ス
テ
ィ
サ
イ
エ
ン
ス
の

佐
々
野

僚
一
代
表
だ
。

従来前処理方法との比較
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魅
せ
る
・
見
せ
る
＋
場
＋
八
尾

今
回
の
受
賞
は
、
日
本
の
将
来
の

も
の
づ
く
り
人
材
育
成
支
援
に
お
い
て
、

そ
の
活
動
が
目
覚
ま
し
い
と
認
め
ら
れ

る
人
材
育
成
支
援
部
門
で
の
受
賞
と

な
っ
た
。

八
尾
市
は
関
西
有
数
の
製
造
業
集
積

地
で
あ
り
、
市
内
中
小
企
業
は
そ
の
高

い
技
術
力
で
多
く
の
大
手
企
業
を
支
え

て
き
た
。
し
か
し
近
年
、
下
請
け
・
Ｏ

Ｅ
Ｍ
か
ら
の
脱
却
や
、
独
自
の
発
想
力

に
よ
る
商
品
展
開
、
事
業
承
継
・
継
続

と
い
っ
た
課
題
に
直
面
し
、
こ
れ
ら
を

乗
り
越
え
る
た
め
の
人
材
育
成
は
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
個

別
企
業
ご
と
の
対
応
で
は
限
界
と
な
っ

て
い
る
の
も
事
実
だ
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
八
尾
市
の
呼
び

か
け
に
よ
り
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
の

創
設
に
向
け
た
検
討
準
備
会
が
開
催
さ

れ
、
参
加
し
た
中
小
企
業
、
金
融
機
関
、

大
学
等
が
中
心
と
な
っ
て
２
０
１
８
年

に
「
み
せ
る
ば
や
お
」
を
発
足
。

地
域
の
も
の
づ
く
り
中
小
企
業
に
対
し

て
人
材
育
成
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
機

能
を
提
供
。
人
材
育
成
は
専
業
の
企
業

に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で

あ
る
が
、
「
み
せ
る
ば
や
お
」
で
は
、

中
小
企
業
の
経
営
者
や
社
員
の
自
発
的

な
発
案
に
よ
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
、(

株)

み

せ
る
ば
や
お
と
い
う
法
人
組
織
を
設
立

さ
せ
、
そ
こ
で
運
営
支
援
す
る
形
式
で

行
わ
れ
て
い
る
点
が
特
徴
だ
。

優 秀 賞

第９回ものづくり日本大賞
ひと創りを通してものづくりを変革、
地域の未来を拓く「みせるばやお」受賞件名

受賞団体

受賞者メッセージ
「みせるばやお」は、オープンで創造的なナレッジシェアを活動の基礎として、ものづくり企業
を取り巻く環境変化に対応できる経営者・従業員・起業家の人材育成に努めております。自発的
に発生するプロジェクトが次々と生まれるのも、「認め合う文化」を大切にしているからです。
このビジネスモデルが八尾モデルとして、他の地域に波及され、同じ課題を抱える日本全国の
中小企業の変革につなげていきます。

株式会社みせるばやお

正面写真イメージ１

※写真上段左から 谷元 亨、友安 啓則、荒木 宏介、松尾 泰貴
写真下段左から 木村 祥一郎、高島さゆり、梶原 弘隆、山田 紘也
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株式会社みせるばやお
・設立：2020年
・資本金：55万円
・従業員数：7名

・業種：人材育成のための教育事業並びにそのカウンセリング業、
各種マーケティング業及び企業の販売促進活動の企画業務

・所在地：大阪府八尾市光町2-60 リノアス8F
・URL：https://miseruba-yao.jp/

広
域
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

「F
a

c
to

rIS
M

」

「
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
は
、
も

の
づ
く
り
企
業
が
生
産
現
場
を
外
部
に
公

開
し
た
り
、
来
場
者
が
、
リ
ア
ル
に
も
の

づ
く
り
を
体
験
で
き
る
な
ど
、
従
来
か
ら

工
場
見
学
と
い
っ
た
形
態
で
実
施
さ
れ
て

き
た
取
組
み
だ
。
「F

a
c
to

rIS
M

」

は
、

「
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
（
工
場
）
」
と
「
ツ
ー

リ
ズ
ム
（
観
光
）
」
を
合
わ
せ
た
造
語
で
、

ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
狙
い
も
あ
る
。

み
せ
る
ば
や
お
が
先
導
し
、
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
当
初
は
、
八
尾
の
地
域
を
中
心
と
し

た
企
画
で
あ
っ
た
が
、
「
こ
う
ば
は
ま
ち

の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
」
を
合
言
葉
に
、

参
加
企
業
は
、
近
隣
地
域
一
体
で
そ
の
輪

を
広
げ
、
連
携
地
域
は
現
時
点
で
８
市
ま

で
広
域
拡
大
し
、
今
や
全
国
に
波
及
す
る

モ
デ
ル
事
例
と
な
っ
た
。

「
僕
ら
の
こ
と
な
ん
て
、
誰
も
興
味
な

い
と
思
う
。
で
も
、
何
か
が
変
わ
る
。
そ

う
思
っ
て
参
加
し
た
ん
で
す
。
」
と
い
う

参
加
企
業
の
方
の
声
が
物
語
っ
て
い
る
よ

う
に
、
従
業
員
の
意
識
を
変
え
、
職
人
自

ら
が
も
の
づ
く
り
に
誇
り
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
。
人
材
育
成
の
新
た
な
形
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

２
０
２
５
年
の
大
阪
・
関
西
万
博
で
は
、

大
阪
ヘ
ル
ス
ケ
ア
パ
ビ
リ
オ
ン
会
場
と
一

体
と
な
る
活
動
に
な
る
よ
う
準
備
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
今
後
の
さ
ら
な
る
展
開
・

広
域
波
及
に
期
待
し
た
い
。

ス
タ
ー
ト
は
、
地
域
の
将
来
を
支
え
る
子

ど
も
た
ち
に
、
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
魅

せ
る
活
動
か
ら
だ
っ
た
。
目
先
の
ビ
ジ
ネ
ス

で
は
な
い
活
動
が
企
業
間
の
垣
根
を
下
げ
、

中
小
企
業
の
経
営
者
を
未
来
志
向
へ
と
変
革

さ
せ
て
い
っ
た
。
そ
の
後
、
徐
々
に
活
動
の

幅
を
拡
大
。

現
在
は
、
５
つ
の
実
施
分
野

（
下
図
）
に
整
理
し
て
取
組
を
展
開
し
て
い

る
。み

せ
る
ば
や
お
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に

お
い
て
、
企
業
、
大
学
、
金
融
機
関
な
ど
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
な
る
「
場
」
と
、
企
業
と

エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
が
交
流
で
き
る
「
場
」
の

２
つ
を
創
出
し
、
実
ビ
ジ
ネ
ス
を
意
識
し
た

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
活
動
に
よ
り
、
地
域
の
中
小

企
業
人
材
の
意
識
改
革
と
企
業
自
体
の
活
性

化
、
そ
し
て
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
構
築
に
も
寄

与
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
企
業
の
強
み
を
活

か
し
た
コ
ラ
ボ
商
品
、
技
術
を
可
視
化
す
る

商
品
の
開
発
や
、
大
学
と
連
携
し
た
企
業
に

学
生
が
就
職
す
る
な
ど
課
題
解
決
事
例
が

次
々
に
創
出
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
、
下
図
５
本
目
の
柱
と
な
る
地
域

活
性
・
魅
力
発
信
の
要
と
な
る
取
組
が

「F
a
c
to

rIS
M

」
だ
。
こ
の
取
組
な
く
し
て
、

み
せ
る
ば
や
お
は
語
れ
な
い
。

地
域
製
造
業
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

も
の
づ
く
り
人
材
養
成
シ
ス
テ
ム
を
開
発



第９回 ものづくり日本大賞
ｰ 近畿ブロック表彰式・受賞者の集い -

日 時：令和５年２月１４日 火曜日

１４：００～１６：３０

場 所：帝国ホテル大阪 「八重の間」

受賞者の皆様

１．開会挨拶

（伊吹 英明 近畿経済産業局長)

２．内閣総理大臣賞・経済産業大臣賞受賞者 紹介

３．優秀賞受賞者 紹介、表彰状授与

４．審査委員長講評

（豊田 政男 近畿地域選考分科会委員長）

５．全体記念撮影

６．閉会 受賞者・関係者交流会

プ ログ ラ ム

1．開会挨拶

伊吹 英明 近畿経済産業局長
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2．内閣総理大臣賞

経済産業大臣賞受賞者紹介

経済産業大臣賞
東洋炭素株式会社

経済産業大臣賞
湯浅醤油有限会社

経済産業大臣賞
シャープ株式会社

内閣総理大臣賞
株式会社メディカロイド

優秀賞
株式会社ビットブレインほか

優秀賞
サンシード株式会社

優秀賞
日本熱源システム株式会社

優秀賞
株式会社パリティ・イノベーションズ

優秀賞
株式会社アイスティサイエンス

優秀賞
株式会社みせるばやお

３．優秀賞受賞者紹介
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審査委員長講評

豊田 政男 近畿地域選考分科会委員長

表彰状授与

4．受賞者・関係者交流会
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Vol.1 当局若手職員が注目した企業編 2019.5

Vol.2 オープンファクトリー編 2019.6

Vol.3 社員も会社も輝く企業編 2019.7

Vol.4 20代の起業家編 2019.9

Vol.5 2019上半期特別編 2019.1

Vol.6 新たな価値を生み出すコネクター編 2019.12

Vol.7 尖る中小企業のブランディング編 2020.2

Vol.8 食品ロス削減に貢献する企業編 2020.3

Vol.9 商工会議所（地域の取組）編 2020.5

Vol.10 社会変化に対応する働き方編 2020.7

Vol.11 新たな日常に向き合うビジネス編 2020.1

Vol.12 オープンファクトリーver.2編 2021.2

Vol.13 プラスチック問題を解決する10の企業編 2021.7

Vol.14 手仕事が欠かせないものづくり編 2021.9

Vol.15 コロナに負けない小売・流通・サービスの前向きデジタル活用編 2021.11

Vol.16 今、スポーツが熱い～スポーツシーンを支える関西の中小企業～編 2022.1

Vol.17 中小企業の成長を支える自治体等施策編 2022.2

Vol.18 8 future technologies in Kansai – シリーズ：2025の先に待つ未来を描く 01 - 2022.10

Vol.19 社会課題解決とともに成長する企業 – シリーズ：2025の先に待つ未来を描く 02 - 2022.12

Vol.20 不変と可変 -揺るぎない価値観、絶え間ない挑戦- 2023.1

Vol.21 事業再構築で動き出すそれぞれの未来 2023.2

VOL22（特別号）の今回は、第９回「ものづくり日本大賞」近畿ブロックの受賞者の目を見張

るものづくりの挑戦にスポットライトをあてました。

ものづくり現場で活躍される人々が持つ高い技術力と、ものづくりに取り組む実直な姿勢から、

企業のイノベーション、ひいては日本の産業全体が成長するためのヒントを見ることができまし

た。

「ものづくり日本大賞」は次回で記念すべき第10回を迎えます。今回ご紹介した事例がものづ

くりに携わる企業の皆様、これから携わる可能性のあるすべての企業にとっても参考となれば幸

いです。

末筆ですが、本誌の作成にあたり御協力いただいた企業の皆様に御礼申し上げるとともに、本

誌が皆様のビジネスの一助となること、そして挑戦する企業の皆様の励みになれば幸いです。

「兆：KIZASHI 」について
編集後記

バックナンバーのご紹介
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